様式１
	育 児 休 業 承 認 請 求 書



	  私は、下記のとおり子を養育するため、育児休業の承認を請求します。
	令和８年６月１日 提出

	病院事業管理者　様
	所  属  名
	兵庫県立西宮総合医療センター
	職   種
	看護師・医師　など

	
	職員コード
	12345　や　W12345　など
	氏   名
	西宮　花子

	請求にかかる子
	氏　　名
	西宮　太郎

	
	続 柄 等
	次男

	
	生年月日
	令和７　年　４　月　１　日生

	請求の内容
	☑　育児休業
	□　育児休業の期間の延長

	
	□　３回目以降の育児休業
	□　再度の育児休業の期間の延長

	
	（３回目以降の育児休業又は再度の育児休業の期間の延長が必要な特別な事情を記入）

	請 求 期 間
	令和８年　７月　１日から
	
	令和１０年　３月　３１日まで

	既に育児休業

をした期間
	年　　月　　日から
	
	年　　月　　日まで

	
	年　　月　　日から
	
	年　　月　　日まで

	
	年　　月　　日から
	
	年　　月　　日まで

	
	年　　月　　日から
	
	年　　月　　日まで

	備     考
	産後休暇終了日の　　　　　　　　　　　最長で３歳の誕生日前日まで
翌日から　　　　　　　　　　　　　　　※育休期間の延長は条件があるため、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらかじめ長めの期間で請求することを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お勧めします。


（注）1　この請求書には、請求に係る子の氏名、請求者との続柄等及び生年月日を証明する書類（住民票記載事項証明書、医師又は助産師が発行する出生（産）証明書、母子健康手帳の出生届出済証明書、官公署が発行する出生届受理証明書又は養子縁組届受理証明書、事件が係属している家庭裁判所等が発行する事件係属証明書、児童相談所長が発行する委託措置決定通知書又は証明書等のいずれか）を添付すること。ただし、当該請求に係る子の出生等に伴うその他の手続において既に知事に当該証明書類を提出している場合は、その添付を省略することができる。
　　　2　子の出生前に請求する場合は「請求期間」の欄は出産予定日以後の期間とし、「請求に係る子」の欄の記入及び証明書類の添付は、出生後速やかに行うこと。

　　　3　備考の欄には、(ア)請求に係る子以外に３歳に満たない子を養育する場合、その氏名、請求者との続柄等及び生年月日、(イ)請求に係る子が養子の場合においては、養子縁組の効力が生じた日、（ウ）請求に係る子以外の子について現に育児休業の承認を受けている場合においては、その旨並びに当該承認に係る子の氏名及び当該承認の請求に係る期間等について記入する。

　　　4　該当する□にはレ印を記入すること。
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